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【議事】 空港アクセス鉄道のルート検討について

○台湾の世界最大手半導体企業ＴＳＭＣが、菊陽町（ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ隣接）に
進出することが決定（設備投資額約9,800億円、雇用創出約1,700人）。

○ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸへのｱｸｾｽ向上、さらには、県内全域の交通ﾈｯﾄﾜｰｸの利便性向上に
つながるよう、「原水ﾙｰﾄ」「肥後大津ﾙｰﾄ」についても調査を実施し、より効率的で
効果の高いルートについて、比較検討を実施。

【概略位置図】
セミコン

テクノパーク

三里木駅 原水駅 肥後大津駅

［現況］
原水駅～セミコン間
「セミコン通勤バス」
（朝：11便、夕：10便）

(阿蘇方面)

県民総合
運動公園

(中間駅)

阿蘇くまもと空港

熊本市中心部
「熊本駅」

ルートの追加検討概要（令和3年11月定例会）
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調査の主な前提条件

項 目 三里木ルート 原水ルート 肥後大津ルート
肥後大津ルート
(快速運行追加)※1

整備方式・構造 単線(豊肥本線と同様) ・ 高架橋、トンネル等

豊肥本線との接続 乗換 乗換 直通※2

運行本数 49本/日(片方向) （2.5本/時間(同)） （＋14本/日(片方向)）

運賃
熊本駅－空港駅 800円

分岐駅－空港駅 420円 400円 320円

航空旅客 熊本国際空港㈱が掲げる2051年度の航空旅客者数目標値622万人(国内線447万人、国際線175万人)を基に算出

建設期間(開業時期) ８年間（推計に使用した開業時期は、2034年度末）

資金
計画

出資金 総事業費×20％

補助金
[想定事業スキーム]※3 総事業費の国1/3、県1/3補助

[現行補助制度]※4 空港アクセス鉄道等整備事業費補助（補助対象事業費の国18％、県18％補助）

借入金 総事業費－補助金－出資金

収入
運 賃 上記のとおり

JR拠出金 空港アクセス鉄道の開業後、JR九州の既存路線で生じる増益額の一部を総事業費(税込)の1/3を上限に計上※5

支出
人件費
・

営業経費
JR九州等の(平均)単価を用いて設定 （令和元年度鉄道統計年報）

※1：熊本駅～空港駅間において、JR豊肥本線の運行ダイヤが過密な午前7時～午前9時の時間帯以外で、快速運行を追加する場合の可能性について、県が設定する
前提条件（＋14本/日(＋1本/ｈ)〔片方向〕）をもとに試算。 ※2：詳細はJR九州と要調整。

※3：総事業費の1/3の国補助が実現した場合。（県も同等の1/3補助）
※4：[補助率] 補助対象事業費（（総事業費－管理費－車両費）×80％）の18％以内。（地方公共団体等も同等の補助が要件）

車両に対する補助は、「鉄道事業等におけるネットワーク型低炭素化促進事業」（環境省：国1/2補助）を検討。
※5：協定締結に向けて、今後JR九州との協議が必要。

［概算事業費の価格年次］2021年4月価格。 ［分岐駅での乗換時間］(三里木駅)豊肥本線と空港アクセス線の上り列車の安全かつ円滑な列車運行を踏まえ設定。
［費用便益分析］政策評価法において国の予算化の判断に資するための評価指標。（30年、50年ともにB/C≧1.0であることが必要）
［収支採算性］鉄道事業許可の基準は、「開業後40年以内に累積資金収支が黒字化」。
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ルートの追加検討に係る中間的な調査概要

項 目 三里木ルート 原水ルート 肥後大津ルート

概算事業費（税込）※1

［整備延長］

約490億円
［約8.8㎞］

約530億円
［約9.1㎞］

約410億円
［約6.8㎞］

工事期間※1 用地買収期間含む
８年 （＋ 準備期間(環境影響評価等) ４年）
＜開業時期は、2034年度末(R16年度末)を想定＞

豊肥本線との接続 乗換 乗換 直通※2

所要時間
（距離）

熊本駅-空港駅
約41分 約43分 約44分 (快速 約39分※3)

(約24.6㎞) (約28.0㎞) (約29.4㎞)

需要予測 予測年次2035年
約5,800人/日

(うち中間駅：約400人/日)
約4,700人/日 約4,900人/日(～約5,500人/日※3）

費用便益分析
（B/C）

30年 1.01 0.72 1.03（～1.21※3）

50年 1.18 0.82 1.21（～1.42※3）

収支採算性
(累積資金収支黒字

転換年)

[想定事業スキーム]
国補助1/3、県補助1/3 34年

40年以内に
黒字転換しない

36年（～30年※3）

[現行補助制度]
国補助18%、県補助18% 40年以内に黒字転換しない

三里木ルート、肥後大津ルートは、事業の予算化に資する評価指標（B/C）が1.0以上であるとともに、補助率が総事業費の国補助1/3、県補助
1/3の場合、鉄道事業許可の採択基準（40年以内の累積資金収支黒字転換）を満たしている。

※1：今後の関係機関との協議及び調査検討の深度化、物価上昇等により、事業費や工事期間が変動する場合がある。 概算事業費の価格年次は2021年4 
月価格。

※2：詳細はJR九州と要調整。
※3：熊本駅～空港駅間において、JR豊肥本線の運行ダイヤが過密な午前7時～午前9時の時間帯以外で、快速運行を追加する場合の可能性に

ついて、県が設定する前提条件（＋14本/日(＋1本/ｈ)〔片方向〕）をもとに試算。
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空港アクセス鉄道 ３ルート概要図（ルート帯）



鉄道整備により期待される効果（令和4年9月定例会）
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項 目 最も効果が期待されるルート

豊肥本線との直通※

かつ
一体的な運行

JR豊肥本線との直通運行によるスムーズな接続
熊本市中心部(熊本駅)とのアクセス向上

肥後大津ルート

鉄道の効率的な運行管理・運行面の機能強化 肥後大津ルート

空港周辺地域の
発展への寄与

人口が増加している空港周辺地域の利便性の向上
（人口増加地域(大津町・菊陽町等)を広くカバー）

肥後大津ルート

国の経済安全保障の拠点として、地域の更なる活性化・発展可能性
（鉄道事業へ効果の取り込みを含む）

肥後大津ルート

県民総合運動公園等
へのアクセス

県民総合運動公園や運転免許センターへのアクセス改善 三里木ルート

阿蘇への観光ルート
JR豊肥本線や肥後大津駅乗入れを目指している南阿蘇鉄道等を利用し
た阿蘇地域へのアクセス向上

肥後大津ルート

※：詳細はＪＲ九州と要調整
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阿蘇くまもと空港周辺における人口変動と企業立地状況
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課題① ＪＲ九州との運行形態及び費用負担の同意に向けた取組み

・これまでの同意は三里木ルートを前提としたものであり、肥後大津ルートを選定する
場合のＪＲとの役割分担や費用負担についての協議が必要

⇒ＪＲ九州と実務レベルの協議を急ぐとともに、トップレベルの協議に向けて調整

課題② 国の財政支援(現行補助率18％のかさ上げ)の実現に向けた取組み

・鉄道事業許可の基準とされている累積資金収支の40年以内黒字転換をクリアする
ため、国の財政支援（総事業費の1／3補助）に向けた要望の実施

⇒あらゆる機会を通じ、官民一体となった要望活動を強力に実施

課題③ 県民総合運動公園へのアクセス改善策の検討・整理

・三里木ルート以外を選定する場合の県民総合運動公園のアクセス改善策の検討

⇒関係機関（施設関係者・イベント主催者等）とも協議しながら県庁全体で対応

整理すべき課題



県議会（9月定例会）の状況
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• 中間的な調査概要が取りまとまった。概算事業費は肥後大津ルートが410億円と最も低
額の試算となり、B/Cについても、肥後大津ルートが最も事業効果が高いとの試算となった。

• 具体的な調査の内容、財源確保の見通しをはじめ整理すべき課題については、今定例
会での議論を含めて県民の皆様にしっかりと説明を尽くして参る。

令和４年９月定例会本会議 知事議案説明要旨（R4追加調査の中間的な概要）

• （追加調査の中間的な調査概要や）現段階では定量的に試算できない様々な効果ま
でを含めて考えると、私は「肥後大津ルートに将来の発展性」を感じている。

• しかし、解決すべき課題も残っている。１点目は、運行形態や費用負担についてのＪＲ
九州との協議。２点目は、国の財政支援の実現。３点目は、県民総合運動公園のアク
セス改善。これらの課題について対応の方向性を整理し、県議会及び県民の皆様へ説明
を尽くして参る。

令和４年９月定例会本会議 知事答弁（ルート選定に向けた整理すべき課題）


